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中央監視システム構成図

中央監視装置ハード仕様概要
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取合回路図
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自動制御設備

自動制御設備

自動制御設備

1/1000

1/200動物センター　Ｂ１、１階平面図

外構図自動制御設備

自動制御設備

Ｍ－１９

1/200附属病院Ａ棟　Ｂ１階平面図自動制御設備

1/200附属病院Ａ棟　Ｂ２階平面図自動制御設備

1/200自動制御設備 総合研究棟　ＲＦ階平面図

概要図

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

N.S表紙 －

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

2024

東京大学



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S特記仕様書（１） 特－０１

　［第1編1.5.1～3］

　（第1編1.4.5～6)

　［第1編1.4.5～6］

（第1編1.4.1)

［第1編1.4.1］

　（第1編1.4.2)

　［第1編1.4.2］

　（第1編1.5.2)

　［第1編1.6.2］

 下記の職種及び作業に適用する。

　［第1編1.6.5～7］

　（第1編1.5.4～6)

　［第1編1.8.1～3］

　（第1編1.7.1～2)

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

　［第1編1.7.2］

　（第1編1.6.2)

　（第2編1.2.1)

　［第2編1.2.1］

　（第2編1.3.1～3)

　［第2編1.3.1～3］

　（第2編4.1.1)

　［第1編2.1.1］

　（第1編1.7.3)

　［第1編1.8.4］

　（第2編第2章)

　［第2編第2章］

　＜第2編1.1.1＞

　＜第2編2.1.1＞

　［第2編2.1.1］

　（第2編2.2.12)

　［第2編2.7.1～5］

　（第2編2.9.1～5)

　［第2編5.2.1］

 ○

 配管で、機器接続部の金属材料と配管材料のイオン化傾向が大きく異なる

　○熱絶縁施工（保温工事）

●○　環境への配慮

 図面に特記なき場合は、工事区分表による。
　 種との取り合い
　 他工事又は他工 ○

Ⅰ 工 事 概 要

完成期限

３．

２．

建物概要

工事場所１．

４．

工　事　種　目

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改修面積（㎡）

○

○

○

○

○

令和　　年　　月　　日（　　曜日）●概成工期 無

５．
指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

）対象部分（有○無●指定部分

有６．

（第1編1.1.2）［第1編1.1.2］

 工 事 仕 様
１．共通仕様

文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第１号の工事請負

ものを適用する。

○

○

○

○

○

○

（１）

（２）

Ⅱ

設備概要（●印の付いたものを適用する）７．

項　　目章 特　　記　　事　　項

２．特記仕様

（１）本特記仕様書の表記

 事前調査 ○本工事　　　○別途
 　　　　　 調査内容
　　　　　　　調査項目　○既存資料調査
　　　　　　　調査範囲　○図示　　○
　　　　　　　調査方法　○図示　　○

 ○　 施工調査

 ○　 機材の検査等

　 う試験
　 機材の検査に伴

 (1) 　 本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する
 　 法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進
 　 に関する基本方針（平成31年2月閣議決定）」に定める特定調達品目
 　 の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たす

 (2) 　 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
 　 性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。
 　 ① 　　 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
 　　 ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
 　　 壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ
 　　 トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

 　 ② 　　 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有
 　　 量が少ない材料を使用する。

 　 ③ 　　 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－
 　　 エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

 　 ④ 　　 ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類
 　　 は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
 　　 いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 (3) 　 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、
 　 「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分

 　　① 　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び
 　　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

 　　② 　　　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の

 　　③ 　　　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデ

 　　④ 　　　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の

    ものとする。

 　　 応じた材料を使用する。
 　　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

 　　 れていない材料を使用する。

 　 「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

 　　　認定を受けた材料

 　　　ヒド発散建築材料

 　　　認定を受けた材料

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、
　　　通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　 機材の品質等○

　 技能士

備　　　　　考試 験

　下記の施工部分は，監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

施　工　部　分 立 会検 査　 検査に伴う試験
　 施工の検査等 ○

　 ・立会い等

　 完成時の提出図 ○
　 書

名　　　　称 体　裁　等 部　数

技術検査○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の該当項目番号を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の該当項目番号を示す。
　　４）項目に記載の＜第　編　．　．　＞内表示番号は、文科仕様書の該当項目番号を示す。

 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて建築設備耐震設計
 施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所監修）による。

（１）機器の据付け及び取付け

設計用標準水平震度

機器種別
○特定の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
上 層 階
屋上及び

2.0 1.5 1.5 1.0
防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4

地階･１階 防振支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

　 ・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、
　 　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
　 ・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

 　・重要機器は次による。
 　・水槽類にはオイルタンクを含む。

機器

機器

水槽類
機器

水槽類

水槽類

 ○　 耐震措置

塔屋

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯

水平震度を乗じたものとする。

　　槽にあっては有効質量）に、地域係数　　　及び次に示す設計用標準

　換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保
　護規格は、製造者規格による標準品としてよい。

 ○

 ○

　 電動機

　 電源周波数 　○５０Ｈz　　　○６０Ｈz

　○本工事　　　○別途
　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

 ○　 総合試運転調整

 ○　 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
 ○　 本工事で設置する。（　　　　　　図参照）
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当た
　 っては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
　 て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先

　 ○　　 内部足場（　○　種　　○　種） ○外部足場（○　種　 ○  種） 

　 足場その他

　 行専用足場方式により行う。

  （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された

 ○　 容量等の表示

　　　　数値以下とする。

建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

なお、建築工事の特記仕様書は（　　　）図、電気設備工事の特記仕様書は（　　　）図による。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

完　 成 　図 1

1

A

○●

○●

○●

 (4) 　 機器の性能は建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築
 　 物省エネ法）に基づいた性能基準を満たすものとする。

完　 成 　図

完　 成 　図

施　 工 　図

施　 工 　図

機 器 完 成 図

各種試験成績書

諸手続き書類(写)

保 全 指 導 書

工 事 写 真 帳

原図、縮小原図

見開きA3版仮製本

黒厚表紙金文字入り製本

原図

・電子媒体 ・紙媒体(ファイル綴じ)

見開きA3版仮製本

黒厚表紙金文字入り製本

黒厚表紙金文字入り製本

黒厚表紙金文字入り製本

黒厚表紙金文字入り製本

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※

※

※

※

※

※印は一冊にまとめてよい。

ＣＡＤデータ（●要　〇不要）

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

●上記完成図書一式

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図の

　　　　　作成の為以外に使用しないこと。

提出方法：

1

　 保全に関する資料 ○●  下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを運用す
 る職員に対しその機能・操作の説明、保守点検の要領及び障害時の対策等
 を説明するものとする。

一式

工種

構造

階数

建 物 名 称

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要方式及び種別

建物使用の有無

機　　　材　　　名 検 査 試 験 備　　　　考

○ ○

○ ○

○ ○

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

　○配管（配管工事）

　○冷凍空気調和機器施工

　○建築板金（ダクト製作及び取付）

　　 消火等の防災機能を果たす設備機器

 （１）ステンレス鋼管の接合は、下記による。　 配管

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。
（３）吊りボルト等で吊り下げる機器は1m以上となる場合、全て振れ止め
　　　を行うこと。

　 絶縁継手

　 試験

○電線の色別

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

（第2編2.1.3）

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧

高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の

左右・上下及び遠近の

別は、正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

専用接地極とした時の接地線は、監督職

員と協議し、一般接地線と色別を区別す

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２
　線式は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、
　直流２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

○

●

　　　接地

（無停電回路含む）

る。

●

　 既存躯体への ○
　 穿孔

 穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給
 が停止できる付属装置等を用いて施工する。

　埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

(a)配電盤類については、次による。

(b)屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。
(c)接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

　　　　(２)三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は分岐前の色別による。
　　　　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。
　　　　(１)左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　備考

　　　　(３)三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

 する。
 場合(鋼とステンレス、鋼と銅)は、絶縁継手を使用し絶縁を行うものと

〇

〇

〇

 （３）耐火二層管は各階立管に１箇所、伸縮継手を設置すること。

東京都港区白金台4丁目6番1号（東京大学構内）

○
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

●

○

○

○

　　○飲料水の水質の測定○雑用水の水質の測定　　○

　　〇室内気流及びじんあいの測定 

貸与する設計図のCADデータ著作社名：　　　ファイル形式：

（第1編1.3.2)

［第1編1.3.2］

（第1編1.3.3)

［第1編1.3.3］

 １．

　　て一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて

 ９．

項　　目　　名

 ４．

 ３．

  この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

 ２．

　　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関
　　する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　第１種電気工事士の資格を有する者

　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ７．

 ８．

　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧
　　試験に合格した者

　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上

　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，

 ６．

　　の検定に合格した者

　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　の教育施設の電気工学以外の工学に関する学科におい

 ５．

　　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

電気保安技術者

　　卒業した者

　　第２種電気工事士の資格を有する者

　施工条件

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、

監督職員に報告する。

●○

〇

〇

〇

　（第2編4.7.1)

 ○　 電線類●

　［第2編3.1.1～3］

　（第2編3.1.1～6)

　［第2編3.2.1］

　（第2編3.2.1)

 標準仕様書第２編によるほか次による。ただし、各工事種目で別に指定 ○　 保温
 されたものは除く。
 ○多湿箇所は下記による。
 ○共同構内の保温種別は下記による。

 次の露出配管は、塗装又は記載の仕上げとする。 　塗装

令和　　年　　月　　日（　　曜日）

○

○

○

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

撤去工事 一式

●

●

自動制御設備  ● 空調用中央監視装置

契約基準、現場説明書、図面    枚及び本特記仕様書2枚によるほか、●印の付いた

 電気保安技術者○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　本工事は、通常利用しながらの改修工事となる「居ながら施工」と

なるため騒音・振動・塵埃・臭気等の発生を最小限にすること。

　動物飼育エリアでは本学より貸し出す防護服を着て作業を行い、

持ち込む部品・工具類も本学にて数日間の消毒を行う。

JWW

設備台帳(EXCELファイル)を提出すること。

中央監視装置

　　○風量調整　○水量調整　○室内外空気の温湿度の測定

　　○騒音の測定 (屋外に置いて改修前後で測定を行う)

○

○ ●

 ●　 搬入経路・ELV内、各部屋で作業する際はビニールシート又は

　 配慮すること。又、清掃は毎日の作業終了後必ず行うこと。
　 プラベニア等で適切な養生を行い、周囲に粉塵が舞わないよう

○一般の施設

 ○
　　　○呼び径６０Ｓｕ以下（○ＳＡＳ３２２を満足した継手　○　　　）
 （２）溶接部の非破壊検査　○不要　○要

 ○

 ○
 　　　　　　　　　　　　○不要
 既設配管を含む部分の試験○要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）

 ○
   ○屋外：   　　　　○金属電線管　   (○溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ[付着量300ｇ/㎡以上]
                         　  ○指定色塗装)
   　　　　○消火管                         　  ○指定色塗装)
   　　　　○配管架台　　   (○溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ）
   　　　　○ベントキャップ (○指定色塗装）

   ○屋内：○ガス管○消火管 （○指定色塗装　○　　　　　　）

   　　　　○金属電線管

○はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に下記の方法により

○走査式埋設物調査　　　　　　○放射線透過検査

　中央監視装置の更新期間には、空調機の手動操作を行うこと。

　動物飼育エリアで作業する者は、動物飼育エリア内にウイルス等を

持ち込む恐れのある行動をとらないこと。

7項

有

改修

鉄筋コンクリート造

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準図」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和4年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省機械設備工事標準図(特記基準)(平成31年版)(以下「文科標準図」という。)

文部科学省機械設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

●

●

○

19
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総合研究棟

地上8階/地下2階

1,750

12,604

44

総合研究センター

2

2

2

2

2

2

2

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S 特－０２

 　システム構成  別図による。

 　電気計装用配線

 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。
 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

 ●

 ●

 配線及びケーブルについてはエコマテリアル仕様とする。
 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事）（統一基準）による。

　（第4編1.5.1）

 　[第4編1.2.1]

　
●

 　その他

　
　
自
動
制
御
設
備

 　撤去内容

　　 1）品　　名

　(1)　引渡しを要するもの

　　 2）引渡し先

　　 3）集積場所

　発生材の処理は、下記による

　　 4）集積方法

　　 2）使用場所

　　 1）品　　名

　(3)　現場において再利用するもの

　　 1）品　　名　　　　　　　　　　　　　2）処理方法

　(2)　特別管理産業廃棄物

　　 1）品　　名

　(4)　再生資源化するもの

　(5)　その他の発生材

 　発生材の処理等 ●

 ●

　●アスベスト撤去処分は関係法令等に基づき適切に処理すること。
　　～4.2.4]

 　[第1編5.1.1

　　～2]

　
●

　●図示による。
　●アスベストの事前調査及び届出等は全て本工事で行うこと。

 　[第1編4.1.1

　
　
撤
去
工
事

　●改修後に使用しない既設開口孔埋め・補修は本工事とし、タッチアップ
　　等の仕上げも本工事とする。

　　 1）品　　名　：　全発生材

　　 2）処理方法　：　関係法令に従い適切に処理

目
黒
通
り

外
苑
西
通
り

裏門

Ｎ

配置図（S=1/2000）

特記仕様書（２）・　配置図

総合研究棟

附属病院Ａ棟

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

2024



：改修対象

：改修済み範囲

：改修対象（撤去）

：改修済み範囲

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　中央監視システム構成図 Ｍ－０１N.S

中央監視システム構成図（既設）

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

MS

PC

KB

LCD

＜監視端末ＰＣ＞

※２

CLP

Ethernet（BACnet/IP）

中央監視装置

※２

SVC

RS

NIF

※２

個別線

受変電設備

NC-bus

RS

個別線

空調設備

RS

個別線

給排水・衛生設備

NIF

※２

NC-bus

DDC 流量計

センサ

バルブ

DDC 流量計

センサ

バルブ

UPS

＜総合研究棟＞ ＜動物センター＞

１階事務室設置Ｂ１階管理室設置

RS

NIF

※１

個別線

受変電設備

NC-bus

RS

個別線

空調設備

RS

個別線

給排水・衛生設備

DDC 流量計

センサ

バルブ

DDC 流量計

センサ

バルブ

＜附属病院Ａ棟＞

地下２階管理室監視室設置

MCMC

MS

PC

KB

LCD

＜監視端末ＰＣ＞

※

中央監視装置

中央監視システム構成図（新設）

Ethernet（BACnet/IP）

UIC

※

NC-bus

UIC

※

NC-bus

※

（スピーカー）

（マイク）

FDD

HDD

CDROM

＜総合研究棟＞ ＜動物センター＞

１階事務室設置Ｂ１階管理室設置

INT MS

KB

LCD

UIC2

※

UPS

MCU

中央監視装置

MS

PC

KB

LCD

＜監視端末ＰＣ＞

※１

CLP

中央監視装置

※

SVC

UPS

＜工事概要＞

・総合研究棟の中央監視装置の更新を行う。

・動物センター１Ｆの中央監視装置と相互に接続できるようにする。

・附属病院Ａ棟にパソコンを設置し、総合研究棟Ｂ１Ｆ，Ｂ２Ｆ，

　動物センターの監視を行えるようにする。

（スピーカー）

（マイク）

FDD

HDD

CDROM

INT MS

KB

LCD

UPS

MCU

中央監視装置

NC-bus

DDCF

バルブ

センサ

RS

個別線

動力盤他

DDC

バルブ

センサ

DDCF

バルブ

センサ

RS

個別線

動力盤他

DDC

バルブ

センサ

RS RS

RS

RS

DDC

PMX

MPR CLP

光ケーブル

ZM

ＦＣＵ制御

UT

DDCF

バルブ

センサ・設定器

ZM

ＦＣＵ制御

UT

DDCF

バルブ

センサ・設定器

※１ ※２

2024

総合研究棟・動物センター間幹線

＜システム概要＞

本中央監視装置は、Ｂ１階管理室に設置し省力化、省エネルギー化、安全性の確保、快適環境の実現等を目的とした熱源・空調

衛生・受変電・照明・防災設備等の各種機器の総合的、効率的な管理、監視、制御を行う。

システム構築にあたり、構成機器が故障した場合でも他の機器に影響が波及しないよう危険分散を考慮したシステムとする。

・本システムは、統合コントローラ、個別機器制御コントローラ、 及びクライアントＰＣにて構築する。

 また、安定性、将来性、セキュリティー性を考慮し、 統合コントローラのＯＳはＬＩＮＵＸとする。

・マンマシンインターフェース（監視端末）は汎用ＰＣを利用可能とする。

　（監視端末利用における必要条件・推奨仕様は、機器機能表参照）



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　中央監視装置ハード仕様概要 Ｍ－０２N.S

中央監視装置参考姿図（総合研究棟）

７
０
０

１２００ ８００

CLP

（机既設再利用）

〈監視端末〉

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

記　号 名　　称 概　　要 参　考　仕　様

システム管理情報の表示・操作及び、各種プログラム

の設定，変更を行う。

マウスにて画面の選択及び、操作を行う。

中央監視端末ＰＣ ＣＰＵ　　　　　　　　：Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ３－５１５７Ｕ以上

グラフィック　　　　　：Ｉｎｔｅｌ　ＨＤ　５５００以上

メモリ　　　　　　　　：８ＧＢ以上

ストレージ（ＳＳＤ）　：推奨２５６ＧＢ以上（４０ＧＢ以上の空き容量）

ＤＶＤ－ＲＯＭドライブ：ＤＶＤ－ＲＯＭ８倍速，ＣＤ－ＲＯＭ２４倍速

電源　　　　　　　　　：ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ，

　　　　　　　　　　　　３５０ＶＡ（ＬＣＤ含む）

ＯＳ　　　　　　　　　：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ　１０

　　　　　　　　　　　　ｐｒｏ　（６４ビット）

プラグイン　　　　　　：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｅｘｃｅｌ

　　　　　　　　　　　　（システム機能要件を満たすバージョンとすること）

周辺機器　　　　　　　：マウス（ＭＳ），キーボード（ＫＢ），

　　　　　　　　　　　　スピーカー（ＳＰ）

表示の中心となるユニットで、各種のリストやグラフの表示を行う。

又、マルチウィンドウ表示により複数のグラフ，データの同時表示を行う。

液晶ディスプレイＬＣＤ

（ＰＣ）

表示サイズ　　：２３．８型

表示色　　　　：１６１９万色以上

表示文字　　　：英数文字，カナ，ひらがな，漢字（ＪＩＳ第１，第２水準），

　　　　　　　　記号及び、図形

解像度　　　　：１９２０×１０８０ドット

ＣＬＰ カラーレーザプリンタ 各種データの印字を行う。

１．日報，月報，年報

２．トレンドデータ

３．各種一覧リスト

４．画面

印字方法　　　：電子写真方式

印字色　　　　：フルカラー

印字用紙　　　：Ａ４

電源　　　　　：ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ，１５００ＶＡ

温度条件　　　：１０～３０℃

中央監視装置の基幹をなす伝送幹線であり、各種データ伝送を行う。

通信プロトコルはＢＡＣｎｅｔ２０１２（プロトコルレビジョン１４），

ＨＴＴＰＳなど。

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

（ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ）

通信方式　　  ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ，ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群，ＩＰＶ４対応

通信速度　　  ：１００Ｍｂｐｓ

ケーブル仕様  ：１００ＢＡＳＥ－Ｔ（カテゴリー５ｅ以上）

　　　　　　　　１００ＢＡＳＥ－ＦＸ

ＵＰＳ 無停電電源装置 中央監視装置及び、必要な端末伝送装置に無停電電源を供給する。 入力　　　　　　　：ＡＣ／ＧＣ１００Ｖ　１０Ａ

出力　　　　　　　：ＡＣ１００Ｖ　１０Ａ

バッテリー動作時間：１０分

バッテリー種類　　：小型シール鉛蓄電池

給電方式　　　　　：常時インバータ方式

主処理装置　　：６４ビットＣＰＵ

主記憶容量　　：２ＧＢ以上

補助記憶装置　：ＳＳＤ等

　　　　　　　　（システム機能仕様を満たすこと）

ＯＳ　　　　　：Ｌｉｎｕｘ

電源　　　　　：ＡＣ１００～２４０Ｖ

                ５０Ｈｚ，６０ＶＡ

統合コントローラＳＶＣ ＰＣ（中央監視端末）のシステム全体の

管理情報（グラフィック画面，ポイント，プログラム等）の表示，設定，

操作を行う為の情報の一元管理を行う。

また、システム全体の管理，定周期でのデータ収集，蓄積，加工及び、下記の

周辺装置への入出力を統括管理する。（２４時間連続運転対応）

各コントローラと伝送を行い、ポイントデータ，スケジュール制御等を管理する。

又、トレンドデータの蓄積を行う。

汎用コントローラＤＤＣ 各種設備の制御を行う。

中央監視装置とデータ通信を行う。

入出力点数　　：中央管理点入出力一覧表参照

制御内容　　　：自動制御計装図参照

電源　　　　　：ＡＣ１００～２４０Ｖ，５０Ｈｚ

通信方式

　上位レベル　：ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ

　下位レベル　：ＢＡＣｎｅｔ　ＭＳ／ＴＰ又はＭｏｄｂｕｓ

リモートステーションＲＳ 中央監視装置とデータ通信を行う。

各監視対象との取合いは個別配線する。

入出力点数　　：中央管理点入出力一覧表参照

監視内容　　　：自動制御計装図参照

電源　　　　　：ＡＣ１００～２４０Ｖ，５０Ｈｚ

通信方式

　上位レベル　：ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ

　下位レベル　：ＢＡＣｎｅｔ　ＭＳ／ＴＰ又はＭｏｄｂｕｓ

ＤＤＣＦ ＦＣＵコントローラ ＦＣＵの制御を行う。

中央監視装置とデータ通信を行う。

入出力点数　　：中央管理点入出力一覧表参照

電源　　　　　：ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ１００～２４０Ｖ，５０Ｈｚ

通信方式　　　：ＢＡＣｎｅｔ　ＭＳ／ＴＰ

ＮＩＦ ＮＣ－ｂｕｓ

インターフェース

中央監視装置とＮＣ－ｂｕｓ通信リモート機器との通信を行う。 通信方式　　　　　　：上位レベル　ＢＡＣｎｅｔ／ＩＰ

　　　　　　　　　　　下位レベル　ＮＣ－ｂｕｓ（専用通信）

ＮＣ－ｂｕｓライン数：４ライン／ユニット

電源　　　　　　　　：ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０Ｈｚ、６３ＶＡ

ＭＣ メタルケーブルと光ファイバーケーブルの信号変換を行う。メディアコンバータ ケーブル仕様  ：ＬＡＮケーブル（カテゴリー５ｅ以上）

中央監視盤姿図（参考図） 中央監視機器機能表
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MSKB

SP SP

８
０
０

７
０
０

１２００

〈監視端末〉

LCD

PC

MSKB

SP SP

８
０
０

中央監視装置参考姿図（附属病院Ａ棟）

（机既設再利用）

７
０
０

１２００ ８００

CLP

（机既設再利用）

〈監視端末〉

LCD

PC

MSKB

SP SP

８
０
０

：改修対象

：改修済み範囲

ＺＭ 端末伝送装置 中央監視と連携し、ＤＤＣＶ，ＤＤＣＦ（ＶＡＶ，ＦＣＵコントローラ）の

管理を行う。

接続可能台数  ：５０台（ＤＤＣＶ，ＤＤＣＦ）／ＺＭ

電源　　　    ：ＡＣ１００～２４０Ｖ  ５０Ｈｚ

通信方式　　　：専用通信
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

（１）操作方法

　　　マウス、キーボードにより操作を行う。

（２）機器個別発停操作・設定値変更

　　　グラフィック画面，チャート画面，ログ画面またはポイント一覧画面より管理点を選択して

　　　機器の発停操作・設定値の変更を行う。

（３）状態監視

　　　管理点の状態・計測値・計量値の監視を行う。

（４）警報処理

　　　管理点・システム構成機器の警報発生・復帰の監視を行う。

　　　また、火災時処理・停復電時処理といった制御の警報発生・復帰の監視を行う。

　　　警報発生時は、最新の警報内容を警報通知ウィンドウに表示すると共に、インジケータの点灯表示を行う。

　　　また、警報レベル（１０段階）に応じてブザー鳴動（音色４種類）を行う。

　　　さらに警報時には、警報となった管理点に登録されている対象グラフィックまたはチャートを

　　　強制的に表示することができる。

（５）サービス外機能

　　　ＢＡＣｎｅｔデバイスのポイント状態を実際のポイントの状態ではなくユーザーが指定する値に

　　　変更することができる。

　　　これにより一時的に警報を抑制したり、任意に設定した値を入力値とし制御を継続することができる。

（６）強制操作機能

　　　ＢＡＣｎｅｔデバイスのポイント出力について、一般制御からの指令を保留しユーザーが指定する値に

　　　変更することができる。

　　　ただし、非常時（火災や停電の際）は火災時制御、停電時制御からの指令を優先とする。

（７）変化蓄積

　　　定周期スキャンまたは状態変化により前回値から変化した際の時刻とデータを蓄積し、

　　　関連アプリケーションへ蓄積データを提供する。

　　　　・ユーティリティペイン履歴表示

　　　　・データ集計

　　　　・チャート表示など

（１）アプリケーションウィンドウ表示

　　　アプリケーションウィンドウとして最大５ウィンドウを同時に表示することができる。

　　　さらに警報時に強制表示するためのウィンドウを１枚表示することができる。

（２）画面スクロール機能

　　　画面上にすべての情報を表示しきれない場合は、スクロール機能により画面を移動させ

　　　表示することができる。

（３）画面履歴表示

　　　ユーザ毎に、現在の監視用ＰＣで閲覧した画面履歴を１週間分保持し、該当画面を呼び出すことができる。

（４）ユーザ管理とアクセス権

      管理点や各種機能を最大５０の運用区分（設備・系統・場所等）に振り分けを行う。

　　　ユーザＩＤ（最大２００）とパスワードを登録し、運用区分に対して操作のアクセス権

　　　（表示不可／表示のみ／一般レベル／管理レベル／エンジニアリングレベル）を設定できる。

　　　ユーザ離職時のユーザ無効化忘れを防止するために、ユーザごとに有効期限（４００日先の日付まで）を

　　　設定することができる。

　　　全ユーザ共通で、パスワードは無期限もしくは１日～４００日の有効期間を設定することができる。

　　　全ユーザ共通で、パスワードに必要な最小入力文字数（６～２０文字）を設定することができる。

　　　全ユーザ共通で、パスワードに記号・数字・英大文字・英小文字を１文字以上必要とするかを各々

　　　設定することができる。

　　　全ユーザ共通で、パスワードは過去（１～１５回）と異なるパスワードにしなければならないかを

　　　設定することができる。

　　　全ユーザ共通で、パスワード認証によるログインに設定回数（１～１５回）連続で失敗した場合に、

　　　ユーザを無効化することができる。

　　　ユーザごとに、ログイン可能とする曜日や時間帯を制限するために、カレンダやスケジュールによって

　　　管理点の状態がＡＣＴＩＶＥ状態である場合のみログインを維持することできる。

（５）ポイント一覧表示・詳細表示

　　　ポイント一覧画面で管理点を一覧表示できる。

　　　表示された情報は名称、運転状態、警報状態 等によりフィルタリングができる。

　　　また、任意のポイントをあらかじめグループ化して表示することもできる。

　　　ポイント詳細画面で発停操作や設定変更ができる。

　　　重要機器の発停操作時は、通常の発停操作（操作－実行）の他に、確認動作を入れた

    　３アクション操作（操作－確認－実行）を可能とする。

　　　確認時に、任意のメッセージ表示によりオペレータに注意を促すことができる。

（６）デバイス状態監視

　　　システム構成機器の状態・通信状態を常時監視し、異常時には警報を発する。

（１）データ集計

　　　変化蓄積データから、計測値，積算値，機器の活性経過時間や状態変化回数などの時データ・日データ

　　　月データを集計し、一定期間蓄積する。

　　　データ蓄積期間は次の通りとする。

　　　・時データ：本日を含む４２８日分（１４ヶ月分）

　　　・日データ：本月を含む１２０ヶ月分（１０年分）

　　　・月データ：本年を含む１０年分

（２）チャート

　　　変化蓄積またはデータ集計にて蓄積されたデータをグラフで表示する。（最大２０点／グラフ）

　　　各グラフは２期間分を比較表示することができる。

　　　（時系列グラフ）

　　　・折れ線グラフ、積み上げ折れ線グラフ：アナログポイント・デジタルポイント（現在値）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変化蓄積データ、時データ、日データ、月データ

　　　・バーグラフ、積み上げバーグラフ：積算ポイント・デジタルポイント（活性経過時間・状態変化回数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変化蓄積データ、時データ、日データ、月データ

　　　・力率グラフ：力率ポイント

　　　（非時系列グラフ）

　　　・円グラフ：時データ、日データ、月データ

　　　・散布図：時データ、日データ

　　　ＣＳＶ形式のファイルを手動または指定時刻に自動で出力できる。

（３）日週月年報

　　　データ集計によって集計・蓄積された計測値や積算値を、日週月年報告のＸＬＳＸ形式・ＰＤＦ形式で

　　　表示する。　　　　　　

　　　・日報：時報データ，日集計データ（１４ヶ月分）

　　　・週報：日報データ，週集計データ（１０年分）

　　　・月報：日報データ，月集計データ（１０年分）

　　　・年報：月報データ，年集計データ（１０年分）

　　　ＸＬＳＸ／ＣＳＶ／ＰＤＦ形式のファイルを手動または自動で出力できる。

（４）日週月年報フォーマット編集

　　　システムが稼動中であっても、日週月年報の表示フォーマットの編集が行える。

（５）フレキシブルレポート出力

　　　本システムが蓄積している変化蓄積データ、集計データ（時データ、日データ、月データ）を用いて

　　　Ｅｘｃｅｌ形式ファイルの任意フォーマット（グラフと表の組み合わせなど）の

　　　レポート（日報・月報・年報）を出力できる。

（６）ログ

　　　警報や状態変化、操作設定などの情報をログとして最大１００万件蓄積・管理する。

　　　表示中のデータは、任意の条件指定によりフィルタリング，コメント入力ができる。

　　　ＸＬＳＸ／ＣＳＶ／ＰＤＦ形式のファイルを手動または指定時刻に自動で出力できる。

（１）グラフィック画面表示

　    建物内の管理点情報を平面図・断面図、または系統図などのグラフィック画面で表示する。

　    画面上の管理点のシンボルを選択することで、操作／設定値の変更操作を可能とする。

　　　複数の管理点を選択し、一括で操作／設定値の変更を可能とする。

　　　グラフィックに配置されている管理点の一覧を表形式で表示することもできる。　　　

　　　画面のサイズは、任意の大きさに拡大・縮小可能とする。

　    機器の状態は、状態変化や警報発生時に、シンボルの色変化・形状切換により表示する。

　　　また、警報発生時、指定されたグラフィック画面を強制的に表示する。

　　  計測値・計量値は、数値、色変化、メータ等で表示する。

５．データ管理機能

４．監視機能（一覧表示系）

２．基本画面機能

１．システム基本機能

（１）アナログ上下限監視

　　　計測値が設定された上下限値を超えた時に警報を発生させ、上下限範囲に入った際に警報を復帰する。

　　　または、計測値と設定値の差が、設定された値を超えた時に警報を発生させる。

　　　上下限ともに３段階まで設定できる。

　　　ポイント一覧によって、複数の設定値を一括で変更できる。

（２）活性経過時間

　　　機器の活性経過時間を監視し、あらかじめ設定された値を超えた機器を一覧形式で表示する。

（３）状態変化回数

　　　機器の状態変化回数を監視し、あらかじめ設定された値を超えた機器を一覧形式で表示する。

（４）状態継続時限監視

　　　機器が連続して活性状態となっている時間をカウントし、

　　　あらかじめ設定された上限値を超えた時に警報を発生させる。

３．監視機能（ポイント監視系） ６．制御機能

東京大学

Ｍ－０３N.S

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

自動制御設備　中央監視システム機能表

（１）カレンダ

　　　カレンダの設定を行う。

　　　１１種類の日付種別（祝日・特別日・夏季休暇日・冬季休暇日など）を２年先まで指定でき、過去１年分

　　　の履歴の確認ができる。

　　　また、ユーザーによるカレンダ設定の変更を可能とする。

（２）スケジュール

　　　あらかじめ設定されたスケジュールに従って機器の起動／停止や設定値変更、季節切替を自動で

　　　行うことができる。

　　　週間スケジュールは、曜日ごとのスケジュールに対応する。

　　　優先スケジュールは、最大１１種類の日付種別（祝日・特別日・夏季休暇日・冬季休暇日など）に

　　　対応するカレンダ情報と週間・優先マスタスケジュールにより、当日を含む７日間の実行スケジュールを

　　　作成する。実行スケジュール上で起動・停止時刻の変更ができる。

　　　対象機器に対して起動／停止の出力動作を１日に最大９６回まで出力できる。

　　　また、ユーザーによるスケジュール設定の変更を可能とする。

　　　複数のスケジュールをグループ化し、一覧表示したり、一括設定変更ができる。

（３）スケジュール合成

　　　複数の実行スケジュールを合成した結果を、特定の実行スケジュールに自動的に反映できる。

（４）数値演算

　　　システムで監理されている様々な値を利用して数値演算を行い、演算結果を管理点に出力できる。

　　　また、ユーザーによる設定の変更を可能とする。

（５）条件演算

　　　管理点の状態変化・警報発生など、特定条件を満たす場合に機器連動や運転組み合わせ、順次投入、

　　　設定値変更などを自動で行う。

　　　また、ユーザーによる設定の変更を可能とする。

（６）警報移報

　　　管理点の代表警報を外部接点にて出力する。

　　　また、ユーザーによる設定の変更を可能とする。

（７）火災時制御

　　　火災信号入力時、ブザー鳴動、火災インジケータ点灯表示、ログにより火災発生の通知を行う。

　　　また、火災信号入力時、空調機等の関連機器を自動的に停止することを可能とする。

　　　火災時の動作は、他の制御より優先して実行する。

　　　火災復帰時は、手動操作で火災時制御を解除する。

（８）停電

　　　商用電源断検出時、ブザー鳴動、停電インジケータを点灯表示する。

　　　一般制御は実行保留とする。但し、火災時制御は実行できる。

（９）自家発時順序出力

　　　自家発起動検出時、登録されている機器に対して順序出力を行う。

　　　また、ユーザーによる制御設定の変更を可能とする。

（１０）復電

　　　商用電源復帰検出時、復電処理を行う。

　　　発停点は停電前の状態及び、停電中に保留された一般制御出力にあわせて起動／停止を行う。

（１１）復電時順序復帰

　　　登録されている管理点に対して、予め指定した順序および間隔で復電処理を行う。

　　　また、ユーザーによる制御設定の変更を可能とする。
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リモートユニット

現場側機器

　受変電盤

　動力盤

　分電盤

　機側盤

　自動盤

　　　他

入出力項目

ＲＳ

ＤＤＣ

24VAC/DC

ＣＸ

ＯＮ ＯＦＦ

瞬時接点出力 接点入力

ＴＸ

ＩＮ

５２Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＣＢＡ

Ｐｔ１００Ω

温度入力

変換器

電流入力

－＋

＋
－

＋

電圧入力

－＋

－

電流出力

４～２０ｍＡ

外部配線

状態接点

接点入力

ＩＮ

５２Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

故障接点

接点入力

ＩＮ

５１Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＣＯＭ ＩＮ

ＴＯＴ

OFF

ON

３０ｍｓｅｃ

以上

３０ｍｓｅｃ

以上

１００ｍｓｅｃ以上

無電圧単位接点パルス

ＴＯＴ

ａ－ａ接点

１．状態確認用入力接点は、補助継電器（５２Ｘ）側を使用のこと

２．遠方用補助継電器（ＣＸ，ＴＸ）には，スパークキラー

　　（ダイオード等）を取付のこと。

１．入力信号

　　無電圧ａ接点連続

２．回路電圧，電流

　　ＤＣ２４Ｖ，５ｍＡ

１．入力信号

　　無電圧ａ接点連続

２．回路電圧，電流

　　ＤＣ２４Ｖ，５ｍＡ

積算

１．入力信号

　　ＤＣ２４Ｖ，５ｍＡ

２．入力信号条件

　　ＯＮ時間３０ｍｓ以上

　　ＯＦＦ時間３０ｍｓ以上

　　ＯＮ＋ＯＦＦ時間１００ｍｓ

　　以上の３つの条件を満たす

　　こと。

１．入力信号

　　Ｐｔ１００Ω

２．計測レンジ

　　０～１００℃，０～５０℃

　　０～２００℃，－２０～８０℃

　　－２０～３０℃，－５０～１００℃

　　－１００～５０℃

１．入力信号

　　ＤＣ４～２０ｍＡ

２．入力インピーダンス

　　１００Ω

３．アイソレーションなし

１．入力信号

　　１～５Ｖ，０～５Ｖ

　　２～１０Ｖ，０～１０Ｖ

２．入力インピーダンス

　　１ＭΩ

３．アイソレーションなし

１．出力信号

　　ＤＣ４～２０ｍＡ

２．最大負荷抵抗

　　５００Ω

３．アイソレータ付

ＲＳ

ＤＤＣ

リモートユニット

現場側機器

備　　考

　受変電盤

　動力盤

　分電盤

　機側盤

　自動盤

　　　他

入出力項目

Ｖ

電圧出力

外部配線

24VAC/DC

ＣＸ

ＯＮ／ＯＦＦ

連続接点出力 接点入力

ＩＮ

５２Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

１．状態確認用入力接点は、補助継電器（５２Ｘ）側を

　　使用のこと

２．遠方用補助継電器（ＣＸ）には，スパークキラー

　　（ダイオード等）を取付のこと。

１．出力信号

　　１～５Ｖ

　　０～５Ｖ

　　２～１０Ｖ

　　０～１０Ｖ

３．最小負荷抵抗

　　１０ｋΩ

４．アイソレータ付

状態接点

故障接点

接点入力

５２Ｘ

ＩＮ ＣＯＭ

ＤＩ

５１Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＩＮ

１．入力信号

　　無電圧ａ接点連続

２．回路電圧，電流

　　ＤＣ２４Ｖ，５ｍＡ

24VAC/DC

ＣＸ

ＯＮ ＯＦＦ

瞬時接点出力 接点入力

ＴＸ ５２Ｘ

ＩＮ ＣＯＭ

ＤＩ

５１Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＩＮ

ａ－ａ接点

１．状態確認用入力接点は、補助継電器（５２Ｘ）側を使用のこと

２．遠方用補助継電器（ＣＸ，ＴＸ）には，スパークキラー（ダイオード等）

　　を取付のこと。

24VAC/DC

ＣＸ

ＯＮ／ＯＦＦ

連続接点出力 接点入力

５２Ｘ

ＩＮ ＣＯＭ

ＤＩ

５１Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＩＮ

１．状態確認用入力接点は、補助継電器（５２Ｘ）側を使用のこと

２．遠方用補助継電器（ＣＸ）には，スパークキラー（ダイオード

　　等）を取付のこと。

ＲＳ

ＤＤＣ

リモートユニット

現場側機器

備　　考

　受変電盤

　動力盤

　分電盤

　機側盤

　自動盤

　　　他

入出力項目

外部配線

24VAC/DC

ＣＸ

ＯＮ ＯＦＦ

発停，状態・故障

瞬時接点出力 接点入力

ＴＸ ５２Ｘ

ＩＮ ＣＯＭ

ＤＩ

操

作

回

路

５２

ＯＦＦ ＴＸ

５２Ｘ

遠方手元

５２Ｘ５２

５１

ＯＮ ＣＸ

５１Ｘ

ＣＯＭ

ＤＩ

ＩＮ

ａ－ａ接点

１．状態確認用入力接点は、補助継電器（５２Ｘ）側を使用のこと

２．遠方用補助継電器（ＣＸ，ＴＸ）には，スパークキラー（ダイオード等）

　　を取付のこと。

備　　考

発信器測温体

状態・故障発停，状態・故障アナログ出力発停，状態発停，状態・故障

アナログ出力アナログ入力アナログ入力アナログ入力計量（パルス）入力故障状態発停，状態

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

Ｍ－０４N.S

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

自動制御設備　取合回路図 2024



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　幹線系統図 Ｍ－０５N.S

▼Ｂ１Ｆ

▼１Ｆ

▼２Ｆ

▼３Ｆ

▼４Ｆ

▼５Ｆ

▼６Ｆ

▼７Ｆ

▼８Ｆ

▼ＲＦ

▼Ｂ２Ｆ

１ＲＣＰ－１

２ＲＣＰ－１

３ＲＣＰ－１

４ＲＣＰ－１

５ＲＣＰ－１

６ＲＣＰ－１

７ＲＣＰ－１

８ＲＣＰ－１

ＲＲＣＰ－１

Ｂ２ＲＣＰ－１

２ＲＣＰ－２

３ＲＣＰ－２

４ＲＣＰ－２

５ＲＣＰ－２

６ＲＣＰ－２

７ＲＣＰ－２

８ＲＣＰ－２

ＲＲＣＰ－２

２ＲＳ－１

３ＲＳ－１

４ＲＳ－１

５ＲＳ－１

＜総合研究棟＞

▼Ｂ１Ｆ

▼１Ｆ

＜動物センター＞

▼２Ｆ

▼３Ｆ

▼４Ｆ

▼５Ｆ

▼ＲＦ

▼Ｂ１Ｆ

▼Ｂ２Ｆ

＜附属病院Ａ棟＞

共同溝 共同溝

：ＬＡＮケーブル　新設配線

：ＮＣ-ｂｕｓ　　既設配線

〈凡例〉

：光ケーブル　　　新設配線

▼１Ｆ

：ＬＡＮケーブル　既設配線

：ＮＣ-ｂｕｓ　　既設配線

Ｂ２ＲＣＰ－２

（盤改造）

Ｂ１ＲＣＰ－１ Ｂ１ＲＣＰ－２

（盤改造）

システム制御盤－１

システム制御盤

中央監視装置

（更新）

中央監視装置

Ｂ１ＲＳ－１

２ＲＳ－１

３ＲＳ－１

４ＲＳ－１

５ＲＳ－１

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

（盤改造）（盤改造）

監視端末ＰＣ

（新設）

（盤改造）

：改修対象 ：改修済み範囲

※動物センターにおけるシステム制御盤間の光ケーブル工事は本工事とする。

2024



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表（１） Ｍ－０６N.S

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

中央管理点入出力一覧表（１）

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

ACU-B201 空調機 FAN1 B2RCP-2 DDC 1 1

ACU-B201 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B201 空調機 FAN2 B2RCP-2 DDC 1 1

ACU-B201 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B201 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B201 給気温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃

ACU-B201 給気温度設定 B2RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B201 給気露点温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃DP

ACU-B201 給気露点温度SP B2RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B201 加湿弁異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B201 給気静圧異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

SB-1 間接加湿器 B2RCP-2 DDC 1 1 SAP

FE-R02-1 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R02-1 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R02-2 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R02-2 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R02系 排気静圧異常 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R02 RRCP-1 DDC 1

OD-1 RRCP-1 DDC 1 AOP

ACU-B201 入口温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃

HEU-1 装置一括異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B201 B2RCP-2 DDC 1

ACU-B201 B2RCP-2 DDC 1

B1F 動物室-1 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 動物室-2 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 動物室-3 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 動物室-4 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 実験室-1 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 実験室-2 室間差圧 B1RCP-1 DDC 1 AI ：Pa

B1F 動物室-1 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1F 動物室-2 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1F 動物室-3 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1F 動物室-4 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1F 実験室-1 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1F 実験室-2 室内湿度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：%RH

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1 AOP

B1RCP-2 DGP 1 AOP

B1RCP-2 DGP 1 AOP

B1F 検収室 室内湿度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：%RH

AC-B201 運転表示 B1RCP-1 DDC 1 SOP

B1F 動物室1 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 動物室2 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 動物室3 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 動物室4 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 実験室1 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 実験室2 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 検収室 CAV B1RCP-1 DDC 1

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-1 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 検収室 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 検収室 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 実験室1 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 実験室1 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 動物室1 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 動物室1 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 動物室2 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 動物室2 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 動物室3 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 動物室3 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1F 動物室4 R/H 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F 動物室4 R/H 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 実験室2 FFCU B1RCP-1 DDC 1

B1F実験室2 FFCU 室内温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1F実験室2 FFCU 温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

ACU-B202 空調機 FAN1 B2RCP-2 DDC 1 1

ACU-B202 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B202 空調機 FAN2 B2RCP-2 DDC 1 1

ACU-B202 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B202 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B202 給気温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃

ACU-B202 給気温度設定 B2RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B202 給気露点温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃DP

ACU-B202 給気露点温度SP B2RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B202 加湿弁異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B202 給気静圧異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

SB-2 間接加湿器 B2RCP-2 DDC 1 1 SAP

FE-R03-1 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R03-1 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R03-2 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R03-2 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R03系 排気静圧異常 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R03 RRCP-1 DDC 1

OD-2 RRCP-1 DDC 1 AOP

FE-R05 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

ACU-B202 入口温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃

HEU-2 装置一括異常 B2RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B202 B2RCP-2 DDC 1

ACU-B202 B2RCP-2 DDC 1

ACU-B202 排気温度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：℃

ACU-B202 排気湿度 B2RCP-2 DDC 1 AI ：%RH

B1F P2動物室1 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室2 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室3 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室4 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室5 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室6 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室7 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P3動物室1 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P3動物室2 薫蒸中 B2RCP-2 DDC 1 SOP

B1F P2動物室-1 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-2 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-3 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-4 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-5 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-6 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P2動物室-7 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P3動物室-1 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

B1F P3動物室-2 室間差圧 B2RCP-2 DGP 1 AI ：Pa

ACU-B202 運転信号 B2RCP-2 DGP 1 SOP

14 5 6 4 23 2 7 19 0 13 5 8 14 16 10 1 14 0計 計

ｲﾝﾊﾞｰﾀ1故障

ｲﾝﾊﾞｰﾀ2故障

ﾌｨﾙﾀｰ警報

SPF系排気ﾌｧﾝ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

SPF系排気ﾌｧﾝ

ｵｿﾞﾝ脱臭装置一括AL

排気ﾌｧﾝ切換出力

空調ｼｽﾃﾑ起動

ﾍﾞｰｽ選択

B1F 動物室1 HEPA目詰ﾘ

B1F 動物室2 HEPA目詰ﾘ

B1F 動物室3 HEPA目詰ﾘ

B1F 動物室4 HEPA目詰ﾘ

B1F 実験室1 HEPA目詰ﾘ

B1F 実験室2前室 HEPA目詰ﾘ

B1F 検収室 HEPA目詰ﾘ

B1F ｴｻ保管室 HEPA目詰ﾘ

CAPﾓ

CAPﾓ

CCPﾒ

CCPﾒ

CCPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

CAPﾓ

CAPﾓ

CCPﾒ

CCPﾒ

CCPﾒ

B1F 検収室 ﾚﾋｰﾀｰｺｲﾙ

B1F 実験室1 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F 動物室1 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F 動物室2 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F 動物室3 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F 動物室4 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ1故障

ｲﾝﾊﾞｰﾀ2故障

ﾌｨﾙﾀｰ警報

SPF系排気ﾌｧﾝ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

SPF系排気ﾌｧﾝ

排気ﾌｧﾝ切換出力

ｵｿﾞﾝ脱臭装置一括AL

ﾎﾙﾏﾘﾝ用排気ﾌｧﾝ

空調ｼｽﾃﾑ起動

ﾍﾞｰｽ選択
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表（２） Ｍ－０７N.S

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

中央管理点入出力一覧表（２）

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

B1F P2動物室1 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室1 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室1 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室2 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室2 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室2 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室3 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室3 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室3 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室4 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室4 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室4 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室5 前室HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室5 前室HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室5 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室5 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室6 前室HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室6 前室HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室6 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室6 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室7 前室HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室7 前室HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室7 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室7 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室1 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室1 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室1 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室2 前室HEPA B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室2 HEPA1 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P3動物室2 HEPA2 B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F P2動物室1 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室2 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室3 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室4 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室5 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室6 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P2動物室7 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P3動物室1 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F P3動物室2 CAV B1RCP-2 DDC 1

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

計測風量 B1RCP-2 DDC 1 AI ：m3/h

設定風量 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物室1 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物室1 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物2 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物2 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物室3 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物室3 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物室4 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物室4 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物5 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物5 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物室6 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物室6 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P2動物室7 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P2動物室7 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P3動物室1 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P3動物室1 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1F P3動物室2 R/H 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F P3動物室2 R/H 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B101 B1RCP-1 DDC 1 1

ACU-B101 B1RCP-1 DDC 1 AOP

ACU-B101 B1RCP-1 DDC 1 AOP

ACU-B101 給気温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

ACU-B101 給気温度設定 B1RCP-1 DDC 1 PRA

ACU-B101 給気露点温度 B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃DP

ACU-B101 給気露点温度SP B1RCP-1 DDC 1 PRA

FE-R04 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R04 RRCP-1 DDC 1 AOP

B1RCP-1 DGP 1

B1RCP-1 DGP 1

B1RCP-1 DGP 1

B1RCP-1 DGP 1 SOP

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-1 DDC 1 AI ：℃

B1RCP-1 DDC 1 PRA

B1F 管理室 FCU B1RCP-2 DDC 1

B1F 管理室 FCU 温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F 管理室 FCU 温度SP B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1RCP-2 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B102 B1RCP-2 DDC 1 1

ACU-B102 B1RCP-2 DDC 1 AOP

19 0 7 0 30 0 0 19 0 24 4 17 2 7 15 0 9 0計計

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

B1F P2動物室1 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室2 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室3 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室4 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室5 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室6 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P2動物室7 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P3動物室1 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

B1F P3動物室2 ﾚﾋｰﾀｺｲﾙ

不潔ｿﾞｰﾝ空調機

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

ﾌｨﾙﾀｰ警報

不潔ｿﾞｰﾝ排気ﾌｧﾝ

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室CAV許可

B1F ﾀﾞｰﾃｨ廊下CAV発停

B1F ﾀﾞｰﾃｨ倉庫CAV発停

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室CAV

B1F ﾀﾞｰﾃｨ廊下 FCU1

B1F ﾀﾞｰﾃｨ廊下FCU1温度

B1F ﾀﾞｰﾃｨ廊下FCU1温度SP

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室2 FCU1

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室2 温度

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室2 温度SP

B1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙFCU

B1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙFCU 温度

B1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙFCU 温度SP

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室1 FFCU1

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室1 温度

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室1 温度SP

一般ｿﾞｰﾝ空調機

ﾌｨﾙﾀｰ警報

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

CAPﾓ

COPﾒ

CCPﾒ

CCPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

CAPﾓ
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一般ｿﾞｰﾝACU

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表（３） Ｍ－０８N.S

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

中央管理点入出力一覧表（３）

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

オンオフ オンオフ 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

操　作 表　示 計　測

ACU-B102 給気温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

ACU-B102 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

ACU-B102 室内温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B102 室内湿度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：%RH

ACU-B102 室内湿度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

ACU-B102 給気露点温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃DP

B1RCP-2 DDC 1 AI ：Pa

ACU-B102 B1RCP-2 DDC 1 AOP

FE-B102 B1RCP-2 DDC 1 1 SAP

FE-B102 B1RCP-2 DDC 1 AOP

ACU-B102 給気温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F X線室 CAV制御許可 B1RCP-2 DGP 1

B1F X線室-1 CAV B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F X線室-2 CAV B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F 更衣室 CAV制御許可 B1RCP-2 DGP 1

B1F 更衣室 CAV B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F 更衣室-2 CAV制御許可 B1RCP-2 DGP 1

B1F 前室-7 CAV制御許可 B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1

B1F B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1

B1F 前室 8～11 CAV B1RCP-2 DGP 1

B1F 管理室 CAV制御許可 B1RCP-2 DGP 1

B1F 更衣室-2 CAV B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F 前室-7 CAV1 B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F 管理室 CAV B1RCP-2 DGP 1 SOP

B1F X線室1 FFCU B1RCP-2 DDC 1

B1F X線室1 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F X線室1 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

B1F X線室2 FFCU B1RCP-2 DDC 1

B1F X線室2 室内温度 B1RCP-2 DDC 1 AI ：℃

B1F X線室2 温度設定 B1RCP-2 DDC 1 PRA

FFU-B101 B1RCP-2 DGP 1

FFU-B102 B1RCP-2 DGP 1

B1RCP-2 DGP 1 AOP

B1F B1RCP-1 DGP 1 AOP

X線室1 B1RCP-2 DGP 1 AOP

X線室2 B1RCP-2 DGP 1 AOP

B1RCP-2 DGP 1 AOP

B1RCP-2 DGP 1 AOP

AFP-B101 B1RCP-1 DGP 1 AOP

FS-R01 RF機械室 S.FAN B1RCP-1 DGP 1 1

FE-B103 RRCP-1 DDC 1 1

FE-R19 RF機械室 E.FAN B1RCP-1 DGP 1 1 SAP

FS-B102 B1RCP-1 DDC 1 1 SAP

FS-B101 B1RCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-R06 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

DGP 1 AOP

FE-B101 RRCP-1 DDC 1 1 SAP

FE-B106 B1F風除室 RRCP-1 DDC 1 1

総合研究棟 熱源一括警報 DGP 1 AOP

ACU-B101 B2RCP-2 DGP 1

ACU-B102 B2RCP-2 DGP 1

ACU-B201 B2RCP-2 DGP 1

B2RCP-2 DGP 1

AC 1φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

AC 1φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

B1LA-CL1 AC-GC 1φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

B1LA-D11 AC-GC 1φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

B1LA-CL1 AC 3φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

B1LA-D11 AC 3φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

CL B2RCP-2 DGP 1 AOP

D B2RCP-2 DGP 1 AOP

B1F B2RCP-2 DGP 1 AOP

AC-GC 3φ B2RCP-2 DGP 1 TTD

レベル1 DGP 1 SOP

停電中 DGP 1 AOP

外気温度 RRCP-1 DDC 1 AI ：℃

外気露点温度 RRCP-1 DDC 1 AI ：℃DP

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-1 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1

B1RCP-2 DDC 1

B2F 火災入力 DGP 1 AOP

B1F 火災入力 DGP 1 AOP

1F 火災入力 DGP 1 AOP

5 8 15 21 22 4 1 2 6

0 0 8 1 5 1 0 1 1計

合　計 75 22 61 42 103 32 9 64 7 総計　：　４１５点

計

B1Fｸﾘｰﾝ廊下室間差圧

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

一般ｿﾞｰﾝ排風機

ｲﾝﾊﾞｰﾀ故障

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV･VAV発停

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV1

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV2

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV3

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV4

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 VAV

B1F ｸﾘｰﾝ廊下 CAV

B1F ｸﾘｰﾝ倉庫 CAV発停

B1F ｸﾘｰﾝ倉庫 CAV

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室 CAV制御許可

B1F ｹｰｼﾞ洗浄室 CAV

B1F PASSﾙｰﾑ CAV

EVﾎｰﾙ-2 CAV

B1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ CAV制御許可

B1F ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ CAV

ﾌｧﾝﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ

ﾌｧﾝﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ

FFCU-B101目詰ﾘ

FFCU-B102-1目詰ﾘ

FFCU-B103目詰ﾘ

FFCU-B104目詰ﾘ

FFU-B101目詰ﾘ

FFU-B102目詰ﾘ

ﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄ目詰り

便所排気ﾌｧﾝ

ｹｰｼﾞ洗浄室 S.ﾌｧﾝ

AC機械室 S.ﾌｧﾝ

ｹｰｼﾞ洗浄室 Eﾌｧﾝ

AC機械室 E.ﾌｧﾝ

脱ｲｵﾝ水製造装置一括警報

不潔ｿﾞｰﾝACU

SPFｿﾞｰﾝACU

ACU-B202感染動物ｿﾞｰﾝACU

1φAC-GCﾃﾞﾏﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰ

1φAC-GC ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰ

ｼｽﾃﾑ制御盤

ｼｽﾃﾑ制御盤

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

CCPﾒ

CCPﾒ

COPﾒ

CCPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

CAPﾓ

CAPﾓ

CAPﾓ

CCPﾒ

CCPﾒ

3φAC-GC ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｵｰﾊﾞｰ

B1F 北西ｴﾘｱ冷水供給

B1F 北西ｴﾘｱ温水供給

B1F 北西ｴﾘｱR/H冷水供給

B1F 北西ｴﾘｱR/H温水供給

B1F 南西・東ｴﾘｱ冷水供給

B1F 南西･東 R/H冷水供給

B1F 南西・東ｴﾘｱ温水供給

B1F 南西･東 R/H温水供給

ｼｽﾃﾑ制御盤

ｼｽﾃﾑ制御盤

ｼｽﾃﾑ制御盤

ｼｽﾃﾑ制御盤

ｼｽﾃﾑ制御盤

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

COPﾒ

ｹｰｼﾞ室

ｸﾘｰﾝ廊下

ｸﾘｰﾝ倉庫

B1LA-CL1･2

B1LA-D11･12

B1LA-CL1･D12
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S

ＣＡＶ－５２・６１，　ＲＨ－Ｂ１０２

ＣＡＶ－５２・６１，　ＲＨ－Ｂ１０３

ＣＡＶ－５２・６１，　ＲＨ－Ｂ１０４

ＣＡＶ－５２・６１，　ＲＨ－Ｂ１０５

ＣＡＶ－５３・６１・６２，　ＲＨ－Ｂ１０１

ＣＡＶ－１１・１２・２１，　ＦＦＣＵ－Ｂ１０２ｘ２

CAV-13x2, RH-B106

機器番号

後室なし

＜ファンフィルターコイルユニット廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度により小形電動弁の比例制御を行う。

２．ファンフィルターコイルユニット発停制御

　　室内設定器（ＵＴ）によりファンフィルターコイルユニットの発停を行う。

３．ファンフィルターコイルユニット停止時のインターロック制御

　　（対象：小形電動弁）

４．フィルター目詰り警報監視

　　差圧スイッチによりフィルター目詰り警報の監視を行う。

５．中央監視システムとの通信

　　（発停・計測）

＜ＨＥＰＡフィルター廻り＞

１．フィルター目詰り警報監視

　　差圧スイッチによりフィルター目詰り警報の監視を行う。

＜室圧監視＞

１．前室に室内指示計を設置し、室圧の監視を行う。

＜レヒーターコイル廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度によりレヒーターコイル２方弁の比例制御を行う。

２．レヒーターコイルＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　　室内設定器（ＵＴ）によりレヒーターコイルのＯＮ／ＯＦＦを行う。

３．設定変更

　　室内設定器（ＵＴ）により、温度設定の変更を行う。

４．室内温度計測

＜ＣＡＶ廻り＞

１．中央監視より発停・風量設定を行う。

C

B

A

A

A 1

1

1

1

1

1

1

動物室－１

動物室－２

動物室－３

動物室－４

実験室－１

実験室－２

検収室・エサ保管室

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

室内パターン

制御項目

＜空調機廻り＞

１．給気温度制御

　　給気温度により冷水弁，温水弁の比例制御を行う。

２．給気露点温度制御（加湿，除湿）

　　（加湿）給気露点温度により加湿弁の比例制御を行う。

　　（除湿）給気露点温度により冷水弁の比例制御及び、

　　　　　　給気温度による再熱制御を行う。

３．空調機停止時のインターロック制御

　　（対象：２方弁／加湿弁）

４．加湿弁異常警報

　　空調機停止時、空調機内温度により加湿弁異常を検出する。

５．凍結防止制御

　　顕熱交換器（ＨＥＵ－１）の故障によりＣ／Ｃ入口温度が

　　設定温度以下となった場合、冷水弁を設定開度とする。

６．ファン切換制御

　　給気。排気ファンの静圧不足時及び故障時、ファン及びダンパ

　　の切換を行う。

７．給気静圧制御

　　給気静圧により給気・排気ファンインバータの回転数制御を

　　行う。

８．蒸気遮断弁設置

　　蒸気制御弁の故障及びスプリングの寿命を考慮し、直列に

　　蒸気遮断弁を設置する。

９．中央監視システムとの通信

　　（発停・設定・計測・監視）

備考セット数系統名階室内機

ACU-B201

FE-R02

（ＳＰＦ動物ゾーン）

A

A

11 1set空調機制御（７）　＜実験動物施設＞

A

C

DDCF

S.A

ACU-B201

TED1

R

dPS

RH

R

2

動物室廊下

ダーティ

後室

TE1

dPS

M3D

SB-1HC

CC

TD INV

ME1V1-1

   x2

MRE1V2

1

R

BARV2

排水

脱イオン水

S
R

INV

I/I

M3D

AF DED1TED1

目詰まり警報

MVV1

2

SPE1

DC

ケージ

キャビネット

HE1

計測

UT

SPI

警報

前室 廊下

クリーン

SPE1

・温度設定

DCSPI

・ＯＮ／ＯＦＦ

・風量切換

前室

警報

UT2

UT

・ＯＮ／ＯＦＦ
R.A

TE1

HE1

実験室

目詰まり警報
FFCU

2
計測

C

dPS

R

C

DDCVDDCV

CAV CAV

C

実験室－１のみDDCV

CAV

目詰まり警報

DDCV

dPS

R

CAV

HS

HR

CS
CAV

CR

DDCV

 x2

MVV1

FAN

C H

中央と通信

AO

DDC

DO DI

I/F

COM

AI

計測

・温度設定

・ＯＮ／ＯＦＦ

UTTE1 HE1

検収室

dPS

2

Tr1

・ＯＮ／ＯＦＦ

UT2

エサ保管室

dPS

CAV

2sets

目詰まり警報

DDCV

CAV

R

MVV1

DDCF

CRH

DDCV

DDCV

目詰まり警報

CAV

R

R/B

I/I

1

Rx2

FE-R02

一括警報

HEU-1

M3D

M3D

O.A

EX.A

INV
AF

M3D

M3D

INV

x2

オゾン脱臭装置

OD-1

一括警報

A B C Tr2

2

DDCF

・ＯＮ／ＯＦＦ

・温度設定

PIC

DC

dPDI

I/I

　　　　室内設定器（ＵＴ）によりレヒーターコイルのＯＮ／ＯＦＦを行う。

FAN

FAN

T

1 1

1

1 1

1

FAN

FAN

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

更新

ZM

：改修対象
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S

全開

全閉

全閉

BM3D

CP-4

CP-5

CP-6

CP-7

CP-8

CP-9

CP-10

CP-11

CP-12

現場盤

A

A

停止

停止

起動

全閉

全閉

全開

ホルマリン排気ファンM3D

通常運転時

薫蒸時

薫蒸排気時

前室排気なし

前室排気なし

前室排気なし

前室排気なし

前室排気あり

前室排気あり

前室排気あり

制御項目

＜空調機廻り＞

１．給気温度制御

　　給気温度により冷水弁，温水弁の比例制御を行う。

２．給気露点温度制御（加湿，除湿）

　　（加湿）給気露点温度により加湿弁の比例制御を行う。

　　（除湿）給気露点温度により冷水弁の比例制御及び、

　　　　　　給気温度による再熱制御を行う。

３．空調機停止時のインターロック制御

　　（対象：２方弁／加湿弁）

４．加湿弁異常警報

　　空調機停止時、空調機内温度により加湿弁異常を検出する。

B

B

B

B

B

B

（感染動物ゾーン）

ACU-B202

FE-R03

室内機 階 系統名 セット数 備考

５．凍結防止制御

　　顕熱交換器（ＨＥＵ－２）の故障によりＣ／Ｃ入口温度が

　　設定温度以下となった場合、冷水弁を設定開度とする。

６．ファン切換制御

　　給気。排気ファンの静圧不足時及び故障時、ファン及びダンパ

　　の切換を行う。

７．静圧制御

　　給気静圧により給気・排気ファンインバータの回転数制御を行う。

８．蒸気遮断弁設置

　　蒸気制御弁の故障及びスプリングの寿命を考慮し、直列に

　　蒸気遮断弁を設置する。

９．中央監視システムとの通信

　　（発停・設定・計測・監視）

室内パターン

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

Ｐ２感染動物室－１

Ｐ２感染動物室－２

Ｐ２感染動物室－３

Ｐ２感染動物室－４

Ｐ２感染動物室－５

Ｐ２感染動物室－６

Ｐ２感染動物室－７

Ｐ３感染動物室－１

Ｐ３感染動物室－２

1

1

1

1

1

1

1

1

1

A

A

B

＜ＣＡＶ廻り＞

１．中央監視より発停・風量設定を行う。

＜ホルマリン薫蒸＞

１．ダンパ切換制御

　　前室設置の手元スイッチにより下記のように切換を行う。

　※ＣＡＶの開閉は中央監視装置より手動の運用にて動作させる。

＜ＣＡＶ切換制御＞　　パターンのみ２ｓｅｔｓ

１．安全キャビネット本体スイッチＯＮにて

　　・Ｍ３Ｄ　　全閉

２．安全キャビネット本体スイッチＯＦＦにて

　　・Ｍ３Ｄ　　全開

12 1set空調機制御（８）　＜実験動物施設＞

1

1

CAV

開

閉

閉

機器番号

ＣＡＶ－５４・６３ｘ２，　　ＲＨ－Ｂ１０８

ＣＡＶ－５４・６３ｘ２，　　ＲＨ－Ｂ１０９

ＣＡＶ－５４・６３ｘ２，　　ＲＨ－Ｂ１１０

ＣＡＶ－５３・６１・６２，　ＲＨ－Ｂ１１１

ＣＡＶ－５３・６１・６２，　ＲＨ－Ｂ１１２

ＣＡＶ－５３・６１・６２，　ＲＨ－Ｂ１１３

ＣＡＶ－５３・６１・６２，　ＲＨ－Ｂ１１４

ＣＡＶ－３１・４１・６１，　ＲＨ－Ｂ１１５

ＣＡＶ－３１・４１・６１，　ＲＨ－Ｂ１１６

SPI

キャビネット

ケージ

MRE1V2

SB-2

ACU-B202

dPS

C

TED1

C

H

C

ME1V1-1

R

   x2

DDCV

TD

M3D

INV

S

R

脱イオン水

排水

BARV2

R

INV

I/I

2

TED1

M3D

AF DED1

dPDI

PIC

UTTE1

Ｐ３感染動物室

安全

キャビネット

別途（備品）工事

A

警報

クリーン

SPE1

SPI

DC

x2

リレー

ランプ

回路 前室

スイッチ

廊下

警報

DC

前室

ランプ

x2

スイッチ
SW

DDCV

目詰まり警報

DDCV

M3D

止め

P.B

dPS

配線・配管は

天井内Ｐ．Ｂまでの

CAV

R

1

目詰まり警報

CAV

M3D1

R

dPS

目詰まり警報

DDCF

A

CAV

R

MVV1

CRH

表参照

dPS
M3D

R

A

UT

M3D

目詰まり警報

目詰まり警報

R

dPS
A

R

dPS

中央と通信

DO AI

1

AODI

DDC
I/F

COM

ケージ

キャビネットＰ２感染動物室

SPE1

B

（Ｐ２感染動物室－５～７のみ）

オートクレープ

Tr1

2

Tr2

1

DDCVDDCV

dPS

TE1

目詰まり警報

CAV

R

dPS

A

目詰まり警報M3D

CAVCAV

R

MVV1

CRH

DDCV
リレー回路

EX.A

FE-R05

M3D

x2FE-R03

I/I

HEU-2

Rx2

M3D

M3D M3D
INV

INV

一括警報

AF

OD-2

EX.A

一括警報

O.A

DDCF

I/I

　　室内設定器（ＵＴ）により、温度設定の変更を行う。

　　　　室内設定器（ＵＴ）によりレヒーターコイルのＯＮ／ＯＦＦを行う。

４．室内温度計測

２．レヒーターコイルＯＮ／ＯＦＦ制御

　　室内温度によりレヒーターコイル２方弁の比例制御を行う。

１．室内温度制御

＜レヒーターコイル廻り＞

A

３．設定変更

B

T

FAN

FAN

1 1

1

1 1

1

FAN

FAN

1

1

1

FAN

1

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

更新

ZM
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工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S

G

＜ファンコイルユニット廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度により小形電動弁の比例制御を行う。

２．ファンコイルユニット発停制御

　　室内設定器（ＵＴ）によりファンコイルユニットの発停を行う。

３．ファンコイルユニット停止時のインターロック制御

　　（対象：小形電動弁）

＜ファンフィルターユニット廻り＞

１．フィルター目詰り警報監視

　　差圧スイッチによりフィルター目詰り警報の監視を行う。

２．発停・監視

　　中央監視システムにて発停及び状態監視を行う。

＜ＣＡＶ廻り＞

　　　　　　　手元スイッチによりＣＡＶのＯＮ／ＯＦＦを行う。

　　　　　　　又、中央監視よりＣＡＶ手元スイッチの許可／禁止を行う。

　　　　　　　中央監視よりＣＡＶのＯＮ／ＯＦＦを行う。

＜ファンフィルターコイルユニット廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度により小形電動弁の比例制御を行う。

２．ファンフィルターコイルユニット発停制御

　　室内設定器（ＵＴ）によりファンフィルターコイルユニット

　　の発停を行う。

３．ファンフィルターコイルユニット停止時のインターロック制御

　　（対象：小形電動弁）

４．ファンコイルユニット通信連動（　のみ）

　　親機に連動して子機のファン発停、弁制御、風量切換を行う。

５．フィルター目詰り警報監視

　　差圧スイッチによりフィルター目詰り警報の監視を行う。

６．中央監視システムとの通信

　　（発停・監視）

＜ＶＡＶ廻り＞

　　　室内圧力によりＶＡＶの比例制御を行う。

制御項目

＜空調機廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度（クリーン廊下）により冷水弁，温水弁の比例制御を行う。

２．室内湿度制御（加湿，除湿）

　　（加湿）室内湿度（クリーン廊下）により加湿器のＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。

　　（除湿）室内湿度（クリーン廊下）により冷水弁の比例制御及び、

　　　　　　給気温度による再熱制御を行う。

３．空調機停止時のインターロック制御

　　（対象：２方弁／加湿器）

４．凍結防止制御

　　外気温度が設定値以下となった場合、冷水弁を設定開度とする。

５．給気静圧制御

　　給気静圧により給気・排気ファンインバータの回転数制御を行う。

６．中央監視システムとの通信

　　（発停・設定・計測・監視）

D

E FD

C

A

B

x1イ

x4ハx4,ロx1,イ

TE1

UT

ACU-B102

（一般ゾーン）

FE-B102

室内機 階 系統名 セット数 備考室内パターン

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

Ｘ線室－１

Ｘ線室－２

クリーン廊下

クリーン廊下

クリーン倉庫

クリーン倉庫

ケージ洗浄室（滅菌済）

更衣室－１

更衣室－２

更衣室－２

前室－７

前室－７

ＰＡＳＳルーム

ＥＶホール－２

エントランスホール

前室－８～１１

管理室

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

A

A

B

G

B

C

D

E

E

C

E

C

C

C

F

C

F
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機器番号

CAV-11x2,FFCU-B103

CAV-11x2,FFCU-B104

CAV-13x5,FFU-B101x9

VAV

CAV-11,FFU-B102

CAV-11

ＣＡＶ－１２・１３，ＦＦＣＵ－Ｂ１０１ｘ３

CAV-11

CAV-11

CAV-11

CAV-11

CAV-11

CAV-11

CAV-11

ＣＡＶ－１１・１２，ＦＣＵ－４ＫＣ４Ｂ

CAV-14

ＣＡＶ－１１・１３，ＦＣＵ－４ＫＣ４Ｂ

R

TE1

Rx3
状態

ACU

・ＯＮ／ＯＦＦ

A

UT ・風量切換

 x2

MVV1

目詰まり警報

SW

C

FFCU

R.A

Rx4

発停

状態

CS

C

FAN

R

TE1

C

dPS

S.A

・温度設定

DDCF

H

CAV

Rx4

INV
dPS

O.A

R

（気化式）

FAN

ME1V1-1

   x2

R,TM

中央と通信

I/F

AI

COM

AODO

DDC

DI

1

（クリーン廊下設置）

THE1

2

dPDI
2

TDED1
HR

HS

CR

CAV

PIC

発停

発停

状態

Rx3Rx3

イ ロ

B

FFU

R.A

目詰まり警報

R.A

dPS

R

S.A

リレー回路

FAN

R.AS.A

FAN FAN

ハ

C

SW

S.A

Rx4

発停

状態

FFCU

R.A
C

目詰まり警報

dPS

C

CS

FAN

 x2

H

MVV1

C

発停

状態

CAV

発停

状態
CAV

発停

状態
CAV

HR

CAV HS

CR

状態

SW

・ＯＮ／ＯＦＦ

・風量切換UT

D

・温度設定

R.AS.A
CC

FFCU

CS

DDCF

 x2

HC

MVV1

FAN

S.A

Rx4
DDCF

状態

Rx4

状態
CAV

・ＯＮ／ＯＦＦ

E

・風量切換

・温度センサ内蔵

F

UT又はTE1

FAN

FCU

SW

S.A

R.A

S.A

Rx4CAV

状態

発停

CS

・温度設定

表参照

CC

S.A

 x2

HC

MVV1

Rx4DDCF

HR

HS

CR 発停 発停

HR

HS

CR

CAV

発停

Tr1

Tr2

G

2

1

INV

SPE1

ドライエリア３

CAV

（大気開放）

DC

SPC1

VAV

警報

EX.A

FE

I/I

C

C

C

H

FAN

TED1

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

更新

ZM

：改修対象

更新

2024自動制御設備　総合研究棟　計装図（３） Ｍ－１１



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

N.S

B

B

A

ケージ洗浄室（未滅菌）ACU-B101

（不潔ゾーン）

FE-R04

外調機 階 系統名 セット数 備考室内パターン

B1

B1

B1

ダーティ廊下

ダーティ倉庫

1

1

1

A

B

C

A

制御項目

＜空調機廻り＞

１．給気温度制御

　　給気温度により冷水弁，温水弁の比例制御を行う。

２．給気露点温度制御（加湿，除湿）

　　（加湿）給気露点温度）により加湿器のＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。

　　　　　　給気温度により低温時の加湿禁止を行う。

　　（除湿）給気露点温度により冷水弁の比例制御及び、

　　　　　　給気温度による再熱制御を行う。

３．空調機停止時のインターロック制御

　　（対象：２方弁／加湿器／共用部ＣＡＶ）

４．凍結防止制御

　　外気温度が設定値以下となった場合、冷水弁を設定開度とする。

５．給気静圧制御

　　給気静圧により給気・排気ファンインバータの回転数制御を行う。

６．中央監視システムとの通信

　　（発停・設定・計測・監視）

＜ファンコイルユニット廻り＞

１．室内温度制御

　　室内温度により小形電動弁の比例制御を行う。

２．ファンコイルユニット発停制御

　　室内設定器（ＵＴ）によりファンコイルユニットの発停を行う。

　　（　のみ）

３．ファンコイルユニット停止時のインターロック制御

　　（対象：小形電動弁）

４．ファンコイルユニット通信連動

　　親機に連動して子機のファン発停、弁制御、風量切換を行う。

５．中央監視システムとの通信

　　（発停）

　　（設定）（　のみ）

＜ＣＡＶ廻り＞

　　手元スイッチによりＣＡＶのＯＮ／ＯＦＦを行う。

　　又、中央監視よりＣＡＶ手元スイッチの許可／禁止を行う。

　　中央監視よりＣＡＶのＯＮ／ＯＦＦを行う。

機器番号

CAV-16x2,FCU-6KC4Bx3

CAV-13x2

CAV-11

O.A

ACU

 x2

MVV1

SW
・温度設定

・ＯＮ／ＯＦＦ

・風量切換

・センサ内蔵

UT

HS

CR

CS

HR

R.A

（気化式）

FAN

発停

状態

Rx4

DED1TED1

dPDI

CAV

FCU

C

C

FAN

H

C

R.AS.A

FCU

C

C

FAN

 x2

MVV1
DDCF

CS

CR

HS

HR

A

発停

状態

DDCF

R.AS.A

H

C

FCU

C

C

FAN

H

C

HS

CR

CS

HR

DDCF
MVV1

 x2

S.A R.A

S.A FCU

C

C

FAN

Rx4

Rx3

状態

発停

CAV

CR

CS

 x2

MVV1

HS

HR

CAV

ME1V1-1

R

dPS
   x2

DDC

DIDO

R.,TM

INV

2

PIC

AI

I/F

AO

COM

1

中央と通信

FAN

FCU

TE1

B

DDCF

R.AS.A

H

C

FCU

FAN

C

C

H

C

DDCF

CS

CR

HS

HR

 x2

MVV1

R.AS.A

FCU

C

C

FAN

R.AS.A

H

C

CR

CS

 x2

MVV1

HS

HR

DDCF

CR

CS

HS

HR

Tr2

2

C

Tr1

1

C

C

H

C

S.A

Ex.A

発停

状態

DDCF
MVV1

 x2

Rx3

Rx4

発停

状態

CAV CAV

INV

EX.A

I/I

(ACU-B1-01)

FE (FE-R04)

H

C

C

C

FAN

14 1set空調機制御（１０）　＜実験動物施設＞

TED1

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

更新

ZM

：改修対象

更新
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階段室－１

階段室　２

機械室　１

廊下 廊下

機械室　２
機械室　２

機械室　２

電気室　２電気室　２電気室　１

情報通信室ＩＤＦ室

ＣＯ２ボンべ室
ドライエリア　１

ドライエリア　５

ドライエリア　４

ドライエリア　３ドライエリア　３
ドライエリア　２ドライエリア　２

CH-1
CH -2

EV-3

廊下

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　総合研究棟　Ｂ２階平面図 1/200

X1 X2

650 3500

X3 X4

5750 6400

X5

6400 6400

X6 X7

6400 6400

X8 X9

5750 3500

X10

42
50

Y1

80
0

64
00

Y2

Y3

70
00

Y4

64
00

Y5 65
0

Ｂ２ＲＣＰ－２

（盤改造）

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

：改修対象

：新設配線

Ａ

－Ａ－

－Ｂ－

Ｂ

Ｂ

光ケーブル　　　　×２　　　　　　　（配管）　　　　　　幹線

光ケーブル　　　　×２　　　　（既設ケーブルラック）　　幹線

以降、共同溝へ（図面M-19参照）

2024 Ｍ－１３



UP

DN

前室１２

ドライエリア２

Ｘ線室２

前室１４

動物室２

空調機械室２

Ｐ３感染動物室１

前室２（附室）

クリーン廊下

附室

ドライエリア５

クリーン倉庫　２

クリーン廊下

Ｐ２感染動物室１

前室１６

Ｐ２感染動物室７

Ｐ２感染動物室３

前室１５

前室１０

実験室２

前室１４

Ｐ２感染動物室５

前室９
Ｐ２感染動物室２

ダーティ廊下

動物室４

後室４

動物室３

後室３後室２

前室６前室５

クリーン倉庫２

クリーン廊下

動物室２

前室　４前室１

動物室１

後室１

実験室１

タ゛ーティ廊下

前室３

クリーン廊下

エントランスホール

更衣室２

検収室

Ｐ２感染動物室４

前室１１

前室８

前室　５

管理室

便所

エサ保管室

前室１７

ＰＡＳＳルーム

ＥＶホール２

ＥＰＳ　ＨＵＢ室

ケージ洗浄室（未滅菌）

シャワー室

更衣室１

ケージ洗浄室（未滅菌）

動物室４

ドライエリア３

風除室

ドライエリア　２

ケーシ゛洗浄室（済）

クリーン倉庫

空調機械室１

ケーシ゛洗浄室（未）

タ゛ーティ倉庫

Ｐ２感染動物室６

Ｐ３感染

42
50

Y1

80
0

64
00

Y2

Y3

70
00

Y4

64
00

Y5 65
0

X1 X2

650 3500

X3 X4

5750 6400

X5

6400 6400

X6 X7

6400 6400

X8 X9

5750 3500

X10

ＴＥ１ＴＥ１ ＴＥ１ ＴＥ１ ＴＥ１

ＴＥ１

ＴＥ１

ＦＲＣ１

ＦＲＣ１
ＴＥ１

ＦＲＣ１

ＦＲＣ１

ＦＲＣ１

ＦＲＣ１

ＴＥ１

ＴＥ１

ＴＥ１

ＴＥ１

ＴＥ１

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ
ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ
ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ
ＤＤＣＶ ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ
ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ ＤＤＣＶ
ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶ

ＤＤＣＶＤＤＣＶＤＤＣＶＤＤＣＶ

ＤＤＣＦ

ＤＤＣＦ

ＴＥＤ１

ＴＥＤ１

東京大学

ＦＲＣ１
ＶＲＣ１

実験排水槽

システム制御盤－１

（改造盤）

B101

FFCU

B102

FFU

B101

FFCU

FFCU

B101

KC4B

FCU-6

KC4B

FCU-6

KC4B

FCU-6
B101

FFU

B101

FFU FFU

B101

13

CAV

61

CAV

62

CAV

53

CAV

B101

FFU

52

CAV

CAV

61 61

CAV

52

CAV

FFU

B101

52

CAV

61

CAV

52

CAV

61

CAV

FFU

B101

12

CAV

11

CAV

21

CAV

B102

FFCU FFCU

B102

FFU

B101

63

CAV

54

CAV

63

CAV

63

CAV

63

CAV

54

CAV

54

CAV

63

CAV

CAV

63

61

CAV

CAV

62

53

CAV

CAV

62

CAV

61

62

CAV

61

CAV CAV

53

CAV

61

53

CAV

41

CAV

CAV

61

CAV

61

61

CAV
41

CAV

B103

FFCU

B104

FFCU

B101

ACU

B102

ACU

自動制御設備　総合研究棟　Ｂ１階平面図

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

1/200

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

実験排水槽

Ｂ

Ａ

ＬＡＮケーブル　　×１　　　　　　　（コロガシ）　　　　　　幹線

－Ａ－

－Ｂ－

：改修対象

Ｂ１ＲＣＰ－２

（改造盤）

Ｂ１ＲＣＰ－１

（改造盤）

中央監視装置

（更新）

（但し、机既設再利用）

：新設配線

ＴＥ１

B

－Ｃ－

Ｃ

Ｃ

B

光ケーブル　　　　×２　　　　　　　（コロガシ）　　　　　　幹線

光ケーブル　　　　×２　　　　　　　（配管）　　　　　　　　幹線

2024 Ｍ－１４



東京大学
工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

1/200

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

：改修対象

2024自動制御設備　総合研究棟　RF階平面図 Ｍ－１５

Y2

Y3

Y4

Y5

X2 X3 X4 X5 X6 X10X9X7 X8

64
00

42
50

70
00

64
00

3500 5750 6400 6400 6400 6400 6400 5750 3500

80
0

65
0

650

ＥＶ機械室

CH-1

CH-2

階段室－２

ハト小屋（１）

ハト小屋（２）

ハト小屋（３） ハト小屋（４）

UP

点検用階段（３）

UP

タラップ

UP

屋根（１）

点検用階段（４）

UP

(RFL+1050)

タラップ

UP

将来用衛星アンテナスペース

設備用架台（１） 床エキスパンドメタル敷

設備用架台（３）

床エキスパンドメタル敷

 

設備用架台（２）

床エキスパンドメタル敷

X1

Y1

UP

（改造盤）

RRCP-１



雑用水ポンプ室

空調機械室

非常用発電機

ＲＩ排水処理室

熱源機械室

常用発電機

電気室

ＵＰＳ

ドライエリア－１

ドライエリア－２

消火

ポンプ室

管理室

乗降ロビー

階段５

階段４

Ｂ２－１

監視室

Ｂ２－１

廊下Ｂ２－１

階段１

ＥＶホール

排水ポンプ室
感染症排水処理室

ＥＶ－１

非常用・搬出用

倉庫

ドライエリア

ファンルーム

ＷＣ－Ｂ２－１

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　附属病院Ａ棟　Ｂ２階平面図 1/200

１１６００

Ｙ７０ Ｙ６０ Ｙ５０ Ｙ４０ Ｙ３０ Ｙ２０ Ｙ１０

Ｘ１０

Ｘ２０

Ｘ３０

Ｘ４０

Ｘ５０

３５０ ４５００ ５７００ ６６００ ９９００ ９９００ ９９００ ３２００ ２３２５

６
０
０
０

９
９
０
０

９
９
０
０

９
９
０
０

４
９
０
０

中央監視装置

（新設）

Ａ

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

Ａ

（但し、机既設再利用）

光ケーブル　　×１　　　　　　　　　（既設Ｅラック）　　　　　　幹線

－Ａ－

：改修対象

（監視端末ＰＣ）

：新設配線

2024 Ｍ－１６



ＥＰＳＢ１－１

ゴミ処理室

食品庫

野菜処理室

洗浄室

備品倉庫

肉・魚加工室

主厨房

前室Ｂ１－３

受水槽室

ＤＳＢ１－２

厨房用ＥＶ－６

ＤＰＳＢ１－１

階段１

ＥＶホールＢ１－１

収納

ＤＮ

ＵＰ

休憩室Ｂ１－１

廊下Ｂ１－３

廊下Ｂ１－４

栄養管理室

検収室

ＰＳＢ１－２

医薬品情報管理室・調剤準備室

薬品保管室

注射調剤室

当直室Ｂ－１

脱衣室Ｂ１－１

ＥＶ－９
薬剤用

階段７

ＭＲＢ１－２

診察室Ｂ１－１

免震クリアランス

リニヤック室

シュミレーター室

ＷＣＢ１－２男

ＳＰＤ－１

ＳＰＤ－２

前室Ｂ１－２

更衣室Ｂ１－１

廊下Ｂ１－２

リニヤック操作室

ＳＰＤ管理事務室

リニヤック工作室

ＭＲＢ１－３

リニヤック測定室

ファンルームＢ１－１

ＥＰＳＢ１－１

免震クリアランス

寝台用

ＥＶ－２

非常用・搬出用
ＥＶ－１

ＥＶ－３

職員用・寝台用

乗降ロビーＢ１－１

消火ボンベ室

廃液タンク室

ＭＲＢ１－１

ＷＣＢ１－４

階段８

ドライエリア３

ＵＰ
ＤＮ

ＣＰＵ室Ｂ１－１

ＭＲＩ検査室

処置室Ｂ１－１
ＭＲＩ・操作室

通路Ｂ１－１

ドライエリア１

ドライエリア１

ＰＳ　Ｂ１－１

階段４

搬入デッキ

廊下Ｂ１－１

吸引ポンプ室

医ガスボンベ室

倉庫

前室Ｂ１－１

ＵＰ

ＤＮ

搬送ステ－ション
搬送ステ－ション

搬送ステ－ション

搬送ステ－ション

ＷＣＢ１－３

Ａ

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　附属病院Ａ棟　Ｂ１階平面図 1/200

Ｘ１０

Ｘ２０

Ｘ３０

９
，
９
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東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

光ケーブル　　×１　　　　　　　　　（既設Ｅラック）　　　　　　幹線

－Ａ－

Ａ

：新設配線

以降共同溝へ（図面M-19参照）

2024 Ｍ－１７



工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

：新設配線

光ケーブル　　×１　　　　　　　　　（既設Ｅラック）　　　　　　幹線

－Ａ－

自動制御設備　動物センター　Ｂ１,１階平面図

地階平面図
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Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ｼｽﾃﾑ制御盤
既設

中央監視装置
既設

以降共同溝へ（図面M-19参照）

20241/200 Ｍ－１８



ヒトゲノム解析センター

クレスト

看護婦宿舎

動物センター

４号館

１号館

総合研究棟

病理保管室

研究棟別館

附属病院Ｂ棟

附属病院Ｃ棟

附属病院Ａ棟

合同ラボ

解析センター
旧ヒトゲノム

ホール

アムジェンホール

白金ホール

２号館

３号館

特高変電室

裏門

ベクター開発室 臨床研究A棟

テニスコート

ひまわり保育園

白金台ロッジＡ棟

白金台ロッジＢ棟

以降附属病院Ａ棟Ｂ１Ｆ平面図参照

以降総合研究棟Ｂ１Ｆ平面図参照

工事名称

図面名称

決裁欄

縮尺 年度 図面番号

東京大学

自動制御設備　外構図 1/1000

東京大学（白金台）総合研究棟中央監視装置改修工事

Ａ

光ケーブル　　　　×１　　　　　　　（既設Ｅラック）　　　　　　幹線

－Ａ－

：新設配線

Ａ

Ｂ　　

－Ｂ－

光ケーブル　　　　×１　　　　　　　（既設管路）　　　　　　　　幹線

以降動物センターＢ１Ｆ平面図参照

2024 Ｍ－１９


